	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第４章 p.89-108


１．以下の文章を読んで，次の各問いに答えなさい。
わたしたちは普段の生活の中で無意識に「問題解決」を実践していることが多い。たとえば，「学校に遅刻しないために目覚まし時計をセットした」ことも立派な問題解決である。そもそも問題とは（ ① ）と（ ② ）のギャップであり，問題解決とは，「困っている，不便な事柄」，「そのままでは実現できない目標や課題」に対してただやみくもに解決しようとするのではなく，意識的にしっかりと（ ③ ）を分析し，それを克服・実現する方法を考え，実際に解決・達成に向けて実行していくことである。
たとえば「クラス全体で遅刻する生徒が多い」という問題を解決する流れを考えてみよう。
＜問題の発見＞
　単に「遅刻が多い」だけではなく，「今月に入って○○回遅刻している」や「遅刻のほとんどが月曜日である」のように（②）的に起こっている問題点をより（④）にすることが解決への近道となる。その際に，ＡMECEの考え方を用いて分解していくとよい。
＜（ ③ ）の特定＞
「なぜ遅刻をするのか」をしっかりと分析して（③）を特定する。もしくはＢ仮説を立てる ことで情報収集や調査の方向性が決まり，問題解決の糸口が見つかることも多い。逆に分析が甘いと表面的な理解のみで終わってしまい，問題が解決しないことが多い。
＜解決方法の決定＞
まずは思いつく限りのことを列挙する。「早く就寝する」，「目覚まし時計を使用する」など多くの中から，実現可能性の高い最善の実行プランを検討し決定する。思いつかない場合，Ｃロジックツリー やＤブレーンストーミング ，Ｅカードを用いたアイディア整理法などが有用である。
＜実行＞　→　＜実行後の（ ⑤ ）＞　→　＜新たな問題の発見＞
（１）①～⑤に適する語句を答えなさい。（２点×５）

（２）下線部Ａの考え方とその目的とはどのようなものか答えなさい。（３点×２）
（３）下線部Ｂを行うために有効な推論の手法である「アブダクション」とはどのような推論か，またアブダクションを用いて「なぜ遅刻をするのか」についての仮説を立てなさい。（３点×２）
（４）下線部Ｃ～Ｅを用いても考えが行き詰まる場合には，考えを進めるために問題のとらえ方を変えることがある。その方法を三つ答えなさい。（２点×３）
２．次の各問いに答えなさい。
（１）問題解決の手段としてインターネット，書籍，新聞などで情報収集を行う場合，信頼できる情報を集めるために意識することを三つ答えなさい。（３点×３）

（２）既存の資料に欲しい資料がない場合，みずから情報を得る方法としてアンケート調査とインタビュー調査がある。これら二つの調査を比較するとき，インタビュー調査の利点を三つ答えなさい。（３点×３）
３．以下の文章を読んで，次の各問いに答えなさい。

「Ａ高校生の通学実態調査」を行うため，全校生徒735名に無記名のアンケート調査を行った。質問内容は次の通りである。
　問１　あなたは何年何組ですか？

　問２　通学時間は何分くらいですか？

　問３　通学手段は何を使っていますか？（一つ選択）

・徒歩のみ　・自転車　・バス　・電車


・自転車とバス　・自転車と電車　・バスと電車　・その他
（１）この調査は標本調査，全数調査のどちらか答えなさい。（２点）
（２）問１～３で得られるデータは質的変数，量的変数のどちらかそれぞれ答えなさい。（２点×３）
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（３）問２の内容について，次のようにまとめた。
①この表とグラフの名前，このグラフを利用するメリットについて50字以内で答えなさい。（名前２点×２＋メリット４点）
②中央値（メジアン）と最頻値（モード）をそれぞれ求めなさい。（３点×２）
③平均を求めなさい。ただし，小数第１位を四捨五入して整数で求めること。（３点）
（４）問３の回答の集計結果について折れ線グラフを使って作成したところ，先生から「折れ線グラフを使用してはいけない」と指摘された。その理由を50字以内で答えなさい。（４点）
４．以下の文章を読んで，次の各問いに答えなさい。

　Ａ組30名とＢ組30名の数学と英語の定期試験（100点満点）の結果の特徴を比べるために各個人の得点を無記名で調査し，以下のような図にまとめた。グラフの縦軸が英語，横軸が数学の得点である。
Ａ組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ組
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（１）この図の名前を答えなさい。（２点）
（２）次の文章について，この図から読み取れる事実として「Ａ組」，「Ｂ組」，「どちらとも

　いえない」のいずれかで答えなさい。（２点×７）
①英語の得点が最も低い人がいるクラス

②数学と英語の合計点で120点未満の人が多いクラス

③外れ値のあるクラス

④数学と英語の標準偏差が等しいクラス

⑤数学の分散がより大きいクラス

⑥負の相関があるクラス
⑦数学と英語の相関係数がより０に近いクラス

５．次の各問いに答えなさい。

（１）ある調査で真夏の「アイスクリームの売り上げ」と「冷やし中華の売り上げ」に強い正の相関があることがわかった。この二つには因果関係があるといえるのか，理由とともに70字以内で答えなさい。（４点）
（２）次のア～オは，ＰＤＣＡサイクルに沿った問題発生から解決までを簡潔に述べたものである。最も適切な順番に並び替えよ。（２点）
ア．調査結果を踏まえて行動する

イ．調査の目的や方法について決める

ウ．問題解決のプロセスの改善点をまとめる

エ．データを集計して，その結果を文章やグラフなどで表現する

オ．問題の原因を特定する
（３）問題解決の成果をWeb発信する場合，気をつけなくてはならないことを一つあげなさい。（３点）
解答用紙
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第４章 p.89-108
	
	


	１
	（１）
	①

	②


	
	
	③

	④
	⑤

	
	（２）
	考え方



	
	
	目的


	
	（３）
	アブダクション



	
	
	なぜ遅刻するのか



	
	（４）
	

	
	
	

	
	
	

	２


	（１）


	

	
	
	

	
	
	

	
	（２）
	

	
	
	

	
	
	

	３
	（１）
	
	
	

	
	（２）
	問１

	問２

	問３


	
	（３）
	①表の名前

	①グラフの名前

	
	
	①メリット


	
	
	②中央値

	②最頻値

	③


	
	（４）
	

	４
	（１）
	
	
	

	
	（２）
	①

	②

	③


	
	
	④

	⑤

	⑥


	
	
	⑦

	
	

	５
	（１）
	

	
	（２）
	→　　　　→　　　　→　　　　→　　.

	
	（３）
	


解答用紙（解答）
	科目
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	１
	（１）
	①
理想
	②
現実

	
	
	③
原因
	④
明確
	⑤
評価

	
	（２）
	考え方

漏れなく重複もなく完全な集合になるようにものごとを分解する考え方。

	
	
	目的
重要なポイントを見落として，原因を決めつけたりすることを防ぐため。

	
	（３）
	アブダクション

説明のつかない事柄に対して，それを説明するための有力な説。

	
	
	なぜ遅刻するのか

生徒の多くはバスで通学している。バスが渋滞で遅れるからだろう。（例）

	
	（４）
	問題定義の変換

	
	
	視点の変換

	
	
	前提条件の変換

	２


	（１）


	情報源を確認する。（例）

	
	
	内容が発信者の意見や推測なのか，事実なのかを区別する。（例）

	
	
	複数の情報に当たる。（例）

	
	（２）
	対象者の表情などからも情報を得られる。

	
	
	質問内容を追加したり変更したりできる。

	
	
	ほかの出席者に刺激されて発言が引き出されることがある。
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質的変数
	問２
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	①表の名前
度数分布表
	①グラフの名前
度数分布図（ヒストグラム）

	
	
	①メリット
データをいくつかの階級に分割して分析するので，データがどのような分布をしているかを視覚的に捉えやすい。

	
	
	②中央値
75
	②最頻値
45
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	（４）
	折れ線グラフは時間の経過にともなって変化する量の推移を表現するのに適しているため。


	４
	（１）
	散布図
	
	

	
	（２）
	①
Ｂ
	②
Ａ
	③
Ａ

	
	
	④
どちらともいえない
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	（１）
	あるとはいえない。どちらも「真夏」という変数を媒介した疑似相関である。


	
	（２）
	オ　　→　　イ　　→　　エ　　→　　ア　　→　　ウ.

	
	（３）
	著作権や肖像権などの個人の権利を尊重し，しかるべき配慮をしなければならない。（例）
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